
秩父地域の地質に関する論文リスト

（地帯・分野別，刊行年代・著者 ABC 順）

令和 3（2021）年 9 月

秩父まるごとジオパーク推進協議会

保全計画部会



目 次

関東山地北東部の地帯構造区分，地層・岩石の特徴および年代・・・・・・・ 1

地質年代層序表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2

１ 地質研究史に関するもの・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3

２ 地層・層序に関するもの

（１）広域地質・巡検・ジオパーク等・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3

（２）秩父帯の地質・層序・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5

（３）三波川帯の地質・層序・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9

（４）四万十帯の地質・層序・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13

（５）山中「地溝帯」の白亜系・層序・・・・・・・・・・・・・・・・・・14

（６）秩父盆地の新第三系・層序・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16

（７）秩父盆地の第四系・層序・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20

３ 岩石・鉱物・鉱床・鉱泉・地下水・地震・地すべり等に関するもの

（１）岩石・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・22

（２）鉱物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・23

（３）鉱床・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・24

（４）鉱泉・地下水等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・24

（５）地震・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25

（６）地すべり等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25

４ 古生物に関するもの

（１）脊椎動物（ほ乳類）化石・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25

（２）脊椎動物（鳥類）化石・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・27

（３）脊椎動物（は虫類）化石・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・27

（４）脊椎動物（魚類）化石・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・27

（５）無脊椎動物（貝）化石・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28

（６）無脊椎動物（有孔虫）化石・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30

（７）無脊椎動物（放散虫）化石・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・31

（８）無脊椎動物（石灰質ナンノ）化石・・・・・・・・・・・・・・・・・32

（９）無脊椎動物（甲殻類）化石・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32

（10）無脊椎動物（サンゴ）化石・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32

（11）無脊椎動物（頭足類）化石・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32

（12）無脊椎動物（棘皮動物）化石・・・・・・・・・・・・・・・・・・・33

（13）生痕化石・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・33

（14）植物化石・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・34



- 1 -

■ 関東山地北東部の地帯構造区分，地層・岩石の特徴および年代

秩父地域が位置する関東山地北東部には，ほぼ北から南へ，三波川帯（結晶片岩類），御

荷鉾緑色岩類，白亜系～古第三系（北方からの押しかぶせ地塊），秩父帯（北帯），山中白

亜系および秩父盆地（新第三系），秩父帯（南帯），四万十帯が分布している．中・古生界

からなる地帯はおおよそ北西─南東方向にのび，奥秩父には火成岩もみられる．以下，秩

父地域の地質に関する論文を，地帯・分野別，刊行年代・著者 ABC 順に整理した．

関東山地北東部の地帯構造区分

秩父盆地（新第三系）

御荷鉾緑色岩類

三波川帯（結晶片岩類）

四万十帯（白亜紀～
古第三紀の付加体）

山中白亜系

白亜系～古第三系（跡倉層・寄居層）

火成岩（閃緑岩類）

秩父帯（ジュラ紀の付加体）

雲取山

甲武信ヶ岳

荒 川 →

10 km
飯能

深谷

白石山

小鹿野

皆野
東秩父

小川

長瀞

秩父市域

寄居

丸山

両神山
三国山

堂平山

武甲山

城峯山

横瀬

秩父

越生

三波川帯（結晶片岩類）

四万十（しまんと）帯（白亜紀～古第三紀

の付加体）

秩父盆地（新第三系）

山中（さんちゅう）白亜系

火成岩（閃緑岩類）
秩父帯（ジュラ紀の付加体）

白亜系～古第三系（跡倉層・寄居層）

御荷鉾（みかぶ）緑色岩類

緑色岩・石灰岩・チャート・砂岩・泥岩などか

らなる白亜紀～古第三紀の付加体

秩父帯の大陸棚に堆積した浅海性堆積物

で，礫岩・砂岩・泥岩などからなる
火山島や海台などをつくる緑色岩（変質した

玄武岩質海底火山噴出物）からなるジュラ

紀の付加体が弱く変成

緑色岩・石灰岩・チャート・砂岩・泥岩などか

らなるジュラ紀の付加体（秩父盆地を境に

北帯・南帯に分けられる）

奥秩父県境付近の花崗閃緑岩（約1100万年

前）や，両神山付近に小岩体に分かれて分

布し接触交代鉱床（秩父鉱山）をつくった秩

父トーナル岩（約600万年前）

1700～1500万年前に古秩父湾に堆積した

浅～深海性堆積物で，礫岩・砂岩・泥岩など

からなる

花崗岩・ホルンフェルス・角閃岩・酸性岩・礫

岩「などからなる押しかぶせ地塊

白亜紀の付加体が約7000万年前に変成して

できた低温・高圧型の広域変成岩（結晶片岩

など）
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■ 地質年代層序表

国際層序委員会（2021 年 5 月）をもとに日本地質学会作成（石炭紀以降を抜粋）

※GSSP (Global Boundary Stratotype Section and Point：国際境界模式層断面とポイント)

は，地質年代（地質時代ともいう）やその時代を区分する基準となるポイントを示す．すな

わち，年代層序区分の最小単元である階（Stage）の下限を定める境界模式層を意味し，

各 GSSPが世界で一つずつ定められている．最新の命名はチバニアン階/期．
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１ 地質研究史に関するもの

日本地質学会（1926）第 3回汎太平洋学術会議日程．地質学雑誌，33 巻，473-382．

Pan-Pacific Science Congress (1926) Proceedings of Third Pan-Pacific Science

Congress, Tokyo 1926.

東京地学協会（1928）第 3回汎太平洋学術会議の状況（其 1），（其 2）．地学雑誌，39 巻，

34-47，98-110．

栗谷川幸子（1965）関東山地の変成岩の研究史．東横学園紀要，35-41．

須藤和人・伊古田槌恵・栃原義雄・渋谷 紘（1983）秩父地方の地質研究史（１）─ナウ

マンのことなど─．地学教育，36 巻，57-66．

須藤和人・栃原義雄・伊古田槌恵・渋谷 紘（1983）秩父地方の地質研究史（２）─神保

小虎博士のことなど（その１）─．地学教育，36 巻，203-218．

須藤和人・栃原義雄・伊古田槌恵・渋谷 紘（1983）秩父地方の地質研究史（２）─神保

小虎博士のことなど（その２）─．地学教育，36 巻，231-240．

須藤和人・西田四郎・猪山 健・渋谷 紘（1984）秩父地方の地質研究史（３）─藤本治

義博士のことなど（その１）─．地学教育，37 巻，71-91．

須藤和人・西田四郎・猪山 健・渋谷 紘（1984）秩父地方の地質研究史（３）─藤本治

義博士のことなど（その２）─．地学教育，37 巻，109-125．

本間岳史（2007）明治末～大正期の秩父地質巡検案内「神保小虎の日本地質学 全」１─

企画展「宮沢賢治と地質学」に関連して─．瀞，埼玉県立自然の博物館ニュースレター，

2号，4-5．

本間岳史（2007）明治末～大正期の秩父地質巡検案内「神保小虎の日本地質学 全」２─

企画展「宮沢賢治と地質学」に関連して─．瀞，埼玉県立自然の博物館ニュースレター，

3号，2-3．

矢島道子（2007）小藤文次郎─日本の地質学・岩石学の父．地球科学，61 巻，155-159．

本間岳史（2008）「秩父始原層 其他」に詠まれた岩石・鉱物─宮沢賢治の畏友保阪嘉内の

歌稿ノートから─．埼玉県立自然の博物館研究報告，2号，1-18．

加藤碩一（2012）温故知新・宮沢賢治と保阪嘉内の「秩父巡検」考．GSJ 地質ニュース，1

巻，293-309，産業技術総合研究所地質調査総合センター．

２ 地層・層序に関するもの

（１）広域地質・巡検・ジオパーク等

横山又次郎（1893）秩父地質巡検旅行日誌．地学雑誌，50 巻，51-53，51 巻，101-107，52

巻，157-164．
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石原初太郎・青山長兵衛（1895）秩父甘楽地方地質巡検日記（１），（２）．地質学雑誌，2

巻，181-190，224, 238．

小川琢治（1901）秩父巡検所見．地学雑誌，13巻，634-639，706-710．

神保小虎（1909）秩父甘楽地方に於て地質巡検者の観察すべき事項（地質教授資料）．地学

雑誌，21巻，114-118．

神保小虎（1911）秩父甘楽に於ける五日間地質見学の要目．地質学雑誌，18 巻，41-47．

岩崎重三（1912）秩父本野上付近の岩にて注意すべき事．地質学雑誌，19 巻,｣33．

佐藤傳蔵（1919）日本に於ける地質鑛物学の修学旅行に就て．地質学雑誌，26，30–41．

神保小虎（1922）秩父の地質見学（雑報）．地質学雑誌，29 巻，297-299．

神保小虎（1922）秩父へ日帰り地質見学の設備（雑報）．地質学雑誌，29 巻，537-539．

神保小虎（1923）東京より日返りの地質見学遊覧．秩父岩石化石陳列所．

Sato D. and Fujimoto H. (1926) Notes on the Geology of the Chichibu District.

Guide-Books of the Excurtions (The 3rd Pan-Pac. Sci. Cong. Tokyo, 1926) .Excurtion

C-8, Chichibu.

大橋良一（1933）秩父長瀞を中心とする地質学案内．我等の鉱物，2巻，319-326．

杉 健一（1933）秩父寄居─長瀞附近地質巡検で感じたこと．博物学雑誌，31 巻，96-98．

藤本治義（1949）秩父長瀞地方の見学．地球の科学，4巻，52-60．

黒田吉益・新井房夫（1949）秩父古生層（三峯地方）の所謂 Schalstein について（講演

要旨）．地質学雑誌，55 巻，156-157．

新井重三（1956）長瀞付近の地質と見学の要領．地学，24・25 号．

秩父自然科学博物館編（1971）秩父のキャンプ生活と野外研究の手引．

秩父自然科学博物館編（1972）秩父山地の地質見学の手引．

秩父自然科学博物館編（1972）ちちぶのしぜんかんさつてびき・ながとろほどさん．

村本達郎（1975）埼玉県の地形区分と名称．埼玉大学紀要，社会科学，22 巻，11-14．

堀口萬吉（1980）埼玉県の地形と地質．埼玉県市町村誌第 20 巻 総説編，附図（地質図）．

埼玉県地域総合調査会編，埼玉県教育委員会，274-325．

高萩周作・長谷川寛・岡崎大二（1981）秩父─東京野外巡検．平地学同好会会報，14 号，

46-48．

Hyodo, H. and Niitsuma, N. (1986) Tectonic rotation of the Kanto Mountains, related

with the opening of the Japan Sea and collision of the Tanzawa Block since Middle

Miocene. Jour. Geomag. Geoerectr., vol.38, 336-348.

武井晛朔（1990）関東山地の断層系について．埼玉県立自然史博物館研究報告，8号，33-42．

小幡喜一（2006）秩父札所の地学めぐり．地学教育と科学運動，53 号，11-22．

跡学研究」，6号，18-25．

本間岳史（2010）“日本地質学発祥の地”秩父とジオパーク─ジオサイトとジオツーリズム
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に関する一試案．埼玉県立自然の博物館研究報告，4号，1-24．

宮城 敏・本間岳史・楡井 尊・小幡喜一（2010）日本地質学発祥の地─秩父とジオパー

ク─．日本地球惑星科学連合大会予稿集（CD-ROM），2010，OES005-P10．

本間岳史（2011）秩父の大地の魅力─「秩父まるごとジオパーク」へ向けたテーマとスト

ーリーの提案─．埼玉県立自然の博物館研究報告，5号，13-33．

吉田健一・宮城 敏（2011）秩父盆地 多様な地質に寄り添う固有の風土．日本地球惑星

科学連合大会予稿集（DVD），2011，O22-P10．

本間岳史（2012）大地の守人を育むジオ学習の聖地─“ジオ”の魅力と伝統を伝える「ジ

オパーク秩父」が発進─．天然ガス，No.4, 34-45．

本間岳史・井上素子（2012）「ジオパーク秩父」の見どころと取り組み．日本第四紀学会講

演要旨集，42，226-227．

本間岳史（2014）画家・福沢一郎と地質学─画集『秩父山塊』から─．地学教育と科学運

動，72 号，83-91．

吉田健一・宮城 敏（2014）ジオパーク秩父と化石を使った教育．化石研究会会誌，46巻，

95-100．

本間岳史（2015）自然景観─両神山之図（埼玉県小鹿野町）・荒川回流図（同秩父市）．『新

編武蔵風土記稿』を読む（255p.），138-142．

本間岳史(2017)もう一人の福沢一郎─画集「秩父山塊」にみる科学者の目．福沢一郎記念

館ニュースレター，46号（平成 29 年度前期 講演会記録），2-11．

井上素子・富田貴夫（2018）ジオパーク秩父のジオサイト再選定方針．埼玉県立自然の博

物館研究報告，12号，12-48．

（２）秩父帯の地質・層序

Otuka, S. (1887) On the Geology of the Mountain-district in Chichibu and Kanra. 東

京大学卒論．

矢部長克（1901）秩父古生層に就いて．地質学雑誌，8巻，342-348．

矢部長克（1920）関東山地北部の地質構造（二）．地質学雑誌，27（325），187−198．
藤本治義（1932）関東山地東南部の地質学的研究．地質学雑誌，39 巻，430-457．

藤本治義（1934）関東山地に発達する秩父系の層序と化石に就いて．地質学雑誌，41 巻，
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Huzimoto, H. (1936) Stratigraphical and Paleontological Studies of the Titibu System
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